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主 内な 容
Ｐ２　　　明けまして
　　　　　　おめでとうございます　ほか
Ｐ３　　　救急車を呼んだはずだけど…
Ｐ４－５　あなたの子育て、応援します。

　11月10日（日）に、西毛総合運動公園野球場東側広
場で安中市消防団ポンプ操法競技大会が開催されま
した。団員は、家族や関係者などが見守る中、自動車ポ
ンプ操法の部、小型ポンプ操法の部において優勝を目
指して日頃の訓練の成果を発揮しました。
　自動車ポンプ操法の部　優勝　第４分団第２部（東横野）
　小型ポンプ操法の部　　優勝　第13分団（九十九）

火災による被害を防ぐ

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

１月１日号
平成26年

Vol.94

住民基本台帳人口（11月末日現在）人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯
日本人住民 外国人住民 合計

男

30,134

女

31,198

計

61,332

男

157

女

250

計

407

世帯数

24,406

市長対話の日
１月 25 日（土）　　　第２会議室
２月 22 日（土）　　　市民ロビー
午前 10時～正午（受付は午前 11時まで）

松
本

※P12・13の間に医療費控除の封筒にする用紙が入っていますのでご利用ください
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12
月
９
日
（
月
）
か
ら
12
月
19
日
（
木
）
の
、
11
日
間
の
会

期
で
平
成
25
年
第
４
回
安
中
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
15

議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
安
中
市
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
基
幹
的

設
備
改
良
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

○
安
中
市
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
促
進
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
○
安
中
市
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

○
安
中
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
安
中
市
介
護
保
険
条
例
及
び
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
営
住
宅
等
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
市
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

○
境
界
変
更
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
25
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

○
平
成
25
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
25
年
第
４
回

　
　
　
　
　

安
中
市
議
会
定
例
会
報
告
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　近年、救急車の出場件数・搬送人員数はともに増加しており、救急隊の現場までの
到着時間が遅くなっています。また、救急車で搬送された人の約半数が軽症と診断さ
れています。
　救急車は本来、命にかかわるような病気やケガの人を一刻も早く病院に搬送する必

要がある場合に利用するものです。重症者への救急対応が遅れ、生命に危険を及ぼす心配があることか
ら、緊急性のない場合は自家用車などを利用するようお願いいたします。

３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

救
急
車
を

呼
ん
だ
は
ず
だ
け
ど…
救
急
車
を

呼
ん
だ
は
ず
だ
け
ど…
救
急
車
を

呼
ん
だ
は
ず
だ
け
ど…

　
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
が
来

た
！
」
と
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
近
く
の
救
急
車
が
出
場
中
の
場

合
や
、
近
隣
消
防
署
の
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
の
間
な
ど
に
、
先
に
到
着
し
た
ポ
ン
プ

車
隊
員
が
、
傷
病
者
の
救
護
や
救
命
処
置
な

ど
を
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
で
救
命
効

果
を
高
め
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

救
急
現
場
に
消
防
隊
も
出
動
し
ま
す

「ＰＡ連携」
といいます。ととといいいいいいまままますすすす。。。。ととといいいいいいまままますすすととといいいいいいままままととといいいいいいまままといいます。といいます。

これをこここれれれををををこここれれれををををれれれををををこれをこれを
　

Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
救
急
現
場

に
お
い
て
消
防
隊
と
救
急
隊
が

連
携
し
て
救
急
・
救
護
活
動
な

ど
を
行
う
こ
と
の
総
称
で
す
。

消
防
ポ
ン
プ
車
（Pum

per

）
と

救
急
車
（A

m
bulance

）
の
双

方
の
頭
文
字
か
ら
「
Ｐ
Ａ
」
と

し
て
、
全
国
の
消
防
本
部
に
お

い
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
用

語
で
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
信
し
た

時
点
で
、
階
段
や
通
路
が
狭

く
、
傷
病
者
の
搬
送
が
難
し
い

と
き
、
交
通
量
が
激
し
い
場
所

な
ど
で
傷
病
者
や
救
急
隊
員
の

安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
き
や
救
急
隊
員
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合
な

ど
に
、
救
急
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
消
防
隊
を
出
動
さ
せ
る

連
携
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

火災出場のとき………ウーカンカンカン（サイレン音と警鐘の併用）

火災以外のとき
　・ＰＡ連携出場　・救助出場　　　　　………ウーウー（サイレン音のみ）
　・警戒出場　　　・水防出場　など ｝

サイレン音が違います
消防車が緊急に出場するときのサイレン音を区分して使用しています。

要がある場合に利

救急車の
適正利用を
救急車の
適正利用を
救急車の
適正利用を


 

問合せ ▼高崎市等広域消防局警防課（☎３２４－２２１６）

ＰＡ連携ＰＡ連携ＰＡ連携

消防車
（Pumper）
消防車

（Pumper）
消防車

（Pumper）

救急車
（Ambulance）

救急車
（Ambulance）

救急車
（Ambulance）
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あ
な
た
の
子
育
て
、応
援
し
ま
す
。２０１４年１月１日号

あ
な
た
の
子
育
て
、応
援
し
ま
す
。

あ
な
た
の
子
育
て
、応
援
し
ま
す
。

●
保
育
料
の
納
付
は
お
は
や
め
に

　保育園でお子さんを保育するために必要な経費は、保
護者の皆さんの納付いただいた保育料と残額は国・県・
市が負担しています。
　保育園の円滑な運営を図るため、保育料の納期内納付
にご理解とご協力をお願いします。なお、納め忘れがあ
る場合は、早急に納付いただきますようお願いいたしま
す。一括納付が難しい場合は必ずご連絡をお願いします。

■保育料の算定
　両親の前年の所得・控除額などの算定資料をもとに算
定しています。母子・父子家庭の場合は、同居している
祖父などの所得も算定資料となる場合があります。同一
世帯で２人以上が同時入園している場合、２人目は保育
料が 1/2 となります。なお、３人目以降は同時入園にか
かわらず、申請により無料となります。

■収入が減少し、保育料が納付できない場合は…
　保育料は前年の所得に応じて算定されています。前年
よりも所得が減少し、納付が難しい場合は、印鑑をご持
参いただきご相談ください。児童手当からの天引きによ
る納付も可能です。

■督促状・催告状が届いたら…
　早めの納付をお願いします。督促状・催告状が届いた
にも関わらず、納付も相談もない場合は、保護者の財産
（預貯金・給与など）の差押を行うこととなります。「督
促状発送日から 10 日を経過したときは差押しなければ
ならない」と法律に明記されています。
　また、「いつ差押を執行します」と連絡することはあ
りません。
　なお、保育料を滞納している人に対しては、市は法律
に基づいて、すべての財産について調査する権限を持っ
ています。調査を受けた勤務先・金融機関などはその調
査に協力しなければならず、個人情報保護法に触れるこ
とはありません。

■まずは相談を
　納付の方法には、分割納付や児童手当からの天引きも
可能です。まずは、ご相談ください。

就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
一
時
的
な
保

育
お
よ
び
保
護
者
の
傷
病
な
ど
（
災
害
、

出
産
、
介
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
）
に
よ
る

緊
急
時
に
児
童
の
保
育
を
行
い
ま
す
。

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
で
、
保
育
園

な
ど
に
入
園
し
て
い
な
い
児
童

安
中
保
育
園

後
閑
あ
さ
ひ
保
育
園

あ
さ
ひ
第
二
保
育
園

市
立
松
井
田
第
一
保
育
園

市
立
松
井
田
第
二
保
育
園

若
干
名

一
カ
月
14
日
以
内

○
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

 

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

 　

午
後
０
時
15
分
〜
４
時
15
分

○
土
曜
日

 　

各
保
育
園
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

各
保
育
園
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

病
気
や
ケ
ガ
の
回
復
期
に
あ
る
集
団
保

育
な
ど
が
困
難
な
児
童
を
、
看
護
師
と

保
育
士
が
そ
の
児
童
の
体
調
に
合
わ
せ

た
保
育
を
行
い
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に
勤

務
す
る
１
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で

で
、
傷
病
の
回
復
期
に
あ
る
児
童

市
立
原
市
保
育
園

一
日
３
人

一
回
の
利
用
に
つ
き
連
続
７
日
ま
で

○
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

一
日
１
，
０
０
０
円

※
他
に
診
療
情
報
提
供
書
作
成
料
（
市

内
医
療
機
関
３
０
０
円
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

日
曜
や
祝
日
に
仕
事
や
病
気
な
ど
に

よ
り
、
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
場

合
に
、
そ
の
児
童
の
保
育
を
行
い
ま

す
。

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
（
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）
に
お
い
て
保
育

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
、
市
内
在
住

の
０
歳
か
ら
就
学
前
の
児
童

秋
間
中
央
保
育
園

一
日
10
人
程
度

原
則
と
し
て
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

○
３
歳
未
満
児

　

一
日 

２
，
４
０
０
円

　

半
日 

１
，
２
０
０
円

○
３
歳
以
上
児

　

一
日 

１
，
４
０
０
円

　

半
日　
　

７
０
０
円

利
用
を
希
望
さ
れ
る
保
育
園
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

安
中
保
育
園

　
（
☎
３
８
１

－

０
６
４
０
）

後
閑
あ
さ
ひ
保
育
園

　
（
☎
３
８
５

－
５
５
４
１
）

あ
さ
ひ
第
二
保
育
園

　
（
☎
３
８
４

－

１
５
０
１
）

市
立
松
井
田
第
一
保
育
園

　
（
☎
３
９
３

－

３
８
９
１
）

市
立
松
井
田
第
二
保
育
園

　
（
☎
３
９
３

－

３
８
９
２
）

事
前
に　

子
ど
も
課
ま
た
は
市
立
原
市

保
育
園
で
登
録
が
必
要
で
す
。

実
際
に
利
用
す
る
際
に
、
電
話
予
約
の

う
え
利
用
申
請
書
な
ど
を
市
立
原
市
保

育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
立
原
市
保
育
園

　
（
☎
３
８
５

－

５
２
３
３
）

※

別
途
、
給
食
代
・
お
や
つ
代
が
必
要
。

※

年
齢
は
利
用
す
る
日
の
属
す
る
年

度
の
４
月
１
日
現
在
で
す
。

事
前
に　

子
ど
も
課
ま
た
は
秋
間
中

央
保
育
園
で
登
録
が
必
要
で
す
。

実
際
に
利
用
す
る
際
は
、
利
用
希
望

日
の
７
日
前
ま
で
に
秋
間
中
央
保
育

園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

秋
間
中
央
保
育
園

　
（
☎
３
８
２

－

０
３
３
４
）

一
時
保
育

病
後
児
保
育

休
日
保
育

実施内容対象児童実施園保育時間利用料金問合せ先 利用方法 利用
定員

可能です。まずは、 相談ください。

　

市
で
は
、
児
童
の
一
時
保
育
や
、
病
後
児
保
育
、
休
日

保
育
な
ど
、
保
護
者
の
就
労
の
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
支

援
や
、
保
護
者
の
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊
急
時
を
支
援
す
る

た
め
、
下
表
の
と
お
り
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

本

本

問合せ ▼　子ども課保育助成係（☎内線１１６１）本
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市
で
は
、平
成
25
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の「
所
得
税
、地
方
税
法
上
の
障
害
者
控

除
」を
受
け
る
人
を
対
象
に
、申
請
に
基
づ
き
障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定
を
行
い
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」の
交
付
を
１
月
20
日（
月
）か
ら
始
め
ま
す
。対
象
と

な
る
の
は
、身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
で
要
介
護

認
定（
要
介
護
１
〜
５
）を
受
け
て
い
る
人
で
、
国
が
定
め
る「
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度（
ね
た
き
り
度
）判
定
基
準
」お
よ
び「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
判
定
基
準
」に
基
づ
き
、
要
介
護
認
定
調
査
の「
日
常
生
活
自
立
度
」な
ど
の
情

報
を
も
と
に
、市
の
判
断
基
準
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
人
で
す
。

　
「
家
の
中
で
の
生
活
は
概
ね
自
立
し
て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は
外
出
で
き
な

い
」、「
認
知
症
に
よ
り
意
思
疎
通
が
図
れ
な
い
」な
ど
の
状
態
の
人
、ま
た
は
そ
の
よ

う
な
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
▼

　

あ
ら
か
じ
め
要
介
護
認
定
者
の
同
意
を
得
て
、　

介
護
高
齢
課
ま
た
は　

保
健
福

祉
課
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
各
種
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」の
介
護
保
険
コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
印
刷
が
で
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
▼

申
請
者
の
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼　

介
護
高
齢
課
認
定
調
査
係（
☎
内
線
１
１
８
３
）

　
　
　
　
　

保
健
福
祉
課
健
康
介
護
係（
☎
内
線
２
１
５
１
）

老
齢
者
の
所
得
税
法
、
地
方
税
法
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　

障
害
者
控
除
の
認
定

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
が
対
象

１
月
20
日
（
月
）
か
ら
発
行

地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

月　　　日

１月

２月

27日（月）
30日（木）
３日（月）
４日（火）
５日（水）
６日（木）
７日（金）
10日（月）
12日（水）
13日（木）
17日（月）
18日（火）
19日（水）
20日（木）

会　　　　場
坂本公民館
西横野定住センター
臼井小学校
松井田庁舎
九十九創作館
細野ふるさとセンター
原市公民館
秋間公民館
安中公民館
岩野谷公民館
磯部公民館
板鼻公民館
東横野公民館
後閑公民館

対象地区
坂 本
西 横 野
臼 井
松 井 田
九 十 九
細 野
原 市
秋 間
安 中
岩 野 谷
磯 部
板 鼻
東 横 野
後 閑

※対象地区は目安ですので、ご自分の地区以外に参加していただくことも可能です。

　

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
密
着
し
た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、昨
年
同
様

に
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

や
市
政
に
つ
い
て
皆
さ
ん
が

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
地
域

に
密
着
し
た
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
今
後
の
市
行
政

の
運
営
に
活
か
し
ま
す
。事

前
の
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。会
場
に
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。多
数
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

関
す
る
懇
談
会
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。日
頃
、感
じ
て
い
る
こ

と
を
市
長
に
直
接
お
話
し
く

だ
さ
い
。

　

日
程
は
下
記
の
と
お
り

で
、
時
間
は
各
会
場
と
も
午

後
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で

の
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼

　

秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
☎
内
線
１
０
１
４
）

本

本

松

松

本
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平
成
25
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
市
・

県
民
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
日
時
や
必
要
書
類

を
確
認
し
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。
期
間
中
は

会
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
郵
送
に
よ
る
提
出
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
申
告
が
お
す
す
め
で
す
。

■
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

高
崎
税
務
署
で
は
、
ビ
エ
ン
ト
高
崎
を
会
場
に
平
成
25

年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
・
申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は

日
時
・
書
類
を
確
認
し
て
期
限
ま
で
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
▼
ビ
エ
ン
ト
高
崎
（
高
崎
市
問
屋
町
２

－

７
）

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

申
告
期
間
（
ビ
エ
ン
ト
高
崎
）▼

２
月
13
日
（
木
）
〜
３
月
17
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
（
左
記
日
曜
相
談
日
以
外
）
を
除
く
。

※

こ
の
期
間
は
高
崎
税
務
署
に
は
相
談
会
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
曜
相
談
日
▼
２
月
23
日
（
日
）・
３
月
２
日
（
日
）

日
曜
相
談
日
受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

市
役
所　

・　

で
は
簡
易
な
確
定
申
告
に
限
り
、
相
談
・

申
告
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
ビ
エ
ン
ト
高
崎
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
営
業
所
得
（
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
人
）

○
青
色
申
告

○
譲
渡
所
得
（
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
）

○
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
（
FX
）
に
よ
る
所
得

○
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
所
得

○
山
林
所
得

○
初
回
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

■
申
告
書
の
作
成
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
れ
ば
、
所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
決
算
書
な

ど
を
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

印
刷
し
て
「
書
面
」
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や
申
告
書
用

紙
な
ど
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、「
郵
便
物
」（
第
一
種

郵
便
物
）
ま
た
は
「
信
書
便
物
」
と
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

宛
先
▼
〒
３
７
０

－

０
０
４
５

　
　
　

高
崎
市
東
町
１
３
４

－

１
２　

高
崎
税
務
署　

宛

　
　
　
　

封
筒
に「
申
告
書
在
中
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
確
定
申
告
を
す
る
必

要
が
な
い
人
は
市
・
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。（
確

定
申
告
を
す
れ
ば
、
市・県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

○
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
・
失
業
保
険
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
で
、
同
居
の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人

○
所
得
証
明
書
な
ど
の
証
明
書
が
必
要
に
な
る
人

○
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
に
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人
（
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

○
給
与
・
公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
（
20
万
円
以

上
の
場
合
は
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
）

○
市
外
在
住
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

会
場
▼
市
役
所　

・　

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

期
間
▼
２
月
13
日
（
木
）
〜
３
月
17
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
を
除
く
。

■
社
会
保
険
料
控
除
用
納
付
額
確
認
書
の
発
送

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
額
確
認
書
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

こ
の
確
認
書
に
は
平
成
25
年
中
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た

社
会
保
険
料
の
額
を
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
で

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
際
に
は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
皆
さ
ん
へ

　

障
害
者
控
除
の
申
告
に
は
、
毎
年
資
料
の
提
示
が
必
要

で
す
。
申
告
の
際
に
は
障
害
者
手
帳
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー

（
氏
名
・
等
級
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
）
か
、Ｐ
６
に
記
載

の
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
害
年
金
の
受
給
の
み
で
は
障
害
者
控
除
は
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
待
ち
時
間
短
縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

申
告
期
間
中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
短

縮
の
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
て
税
務
署
へ
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
は
、
平
成
25
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
の
集
計
を
事
前
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
や
診
断
書
代

な
ど
は
医
療
費
控
除
の
対
象
外
な
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
）

○
農
業
・
営
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
収
支
内
訳
書
は
必

ず
事
前
に
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。（
金
額
が
集
計
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
申
告
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　

Ｐ
12
・
13
の
間
に
申
告
に
関
す
る
詳
細
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
御
覧
く
だ
さ
い
。

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
申
告

問合せ ▼高崎税務署個人課税第一部門（☎３２２－４７１１）
　　　　　税務課市民税係（☎内線１０６４）、　住民課税務保険係（☎内線２１６３）

本

松

本 松

本

松
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栄養・食生活についての健康メモ
　生活習慣病の発症を予防し、健康寿命を延伸するためには、健康の増進を形成する基本的要素となる栄養・食生

活、身体活動・運動、休養、飲酒、喫煙、歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善が重要です。

　 特に栄養・食生活は、生命を維持し、健康で質の高い生活を送るために欠くことのできない営みであり、多くの

生活習慣病の予防のほか、社会機能の維持・向上の観点からも重要とされています。

次回は、２月１日号に『運動について』を予定しています。 問合せ ▼　健康づくり課保健指導係（☎内線１１７３）本

安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画安中市健康増進計画

『　　　　　　安中健康２１』
からのお知らせ

GOOD  FOR  THE  HEALTH・
G
O
O
D  FOR  THE  HEALTH・GOOD

  FO
R  

TH
E  
HE
AL
TH
・
G
O
O
D 
 FO
R  

TH
E  H
EALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

◆安中市の平均寿命と健康寿命（平成２２年度）

「もっと野菜を　　　　  プロジェクト」０ププ プ  ０５　　５3　　　　　　3
まるるるるるるるるるるるまるまるまるまるまるままままるまるまるままるまるごーごごごごごごごーごーごーごーごーーごごごごごごごごごごーごーさんさんさんさんさんさんさんさんさんさんさんんんんんんさんさん

野 菜野 菜野 菜
　成人一人一日当たりの野菜摂取量の目標は３５０ｇ（うち緑黄色野菜の摂取量の目

標１２０ｇ）ですが、平成２２年度群馬県健康・栄養調査によると、平均で３０５．７ｇ

となっており、男女とも全世代にわたり少ない傾向です。血圧が高めの人や糖尿病が

心配の人など、生活習慣病の予防として、体内の余分な塩分（ナトリウム）を外に出

すカリウムを多く含む野菜を日頃から積極的に食べることが大切です。

　「もっと野菜を３５０プロジェクト」は、西部県民局内の保健所および市町村栄養

士、地域活動栄養士などが農業事務所（農業指導センター）と連携し、「野菜摂取

量」の増加に向けた普及啓発を図り、旬の野菜や地元野菜を豊富に使うなど、地産

地消に繋げる取り組みを行っています。

①毎食野菜を食べるように心がける（１日５皿を目標に）

②茹でたり、煮たり、炒めたり加熱して食べる

③まとめ茹でで、まとめ蒸しした野菜を朝食に利用する

④野菜たっぷりの汁物を作る

⑤野菜を使った常備菜を作っておく

⑥焼き肉や焼き魚の下にたっぷりの蒸し野菜を敷く

野菜を上手に食べるコツ野野野野菜菜菜菜をををを上上上上手手手手にににに食食食食べべべべるるるるコココツツツツ野野野菜をを上上上上手手に食食べべべるるコココツツ野野野菜菜をを上上上上手手手手にににに食食食食べべべべるるるココココツツツツ野菜を上手に食べるコツ野菜を上手に食べるコツ

※本市の数値は、平成24年度厚生労働科学研究費補助金による「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究班」が作成した「健康寿命の算
定プログラム」を使用し、本市で試算したもの。　
※全国および群馬県の数値については、上記研究班が公表した「健康寿命の算定方法の指針」に記載のある「日常生活動作が自立している期間の平均」の算定結果から抜粋。

健康寿命とは：健康上の問題で日常生活が制限されることなく生
活できる期間のこと

３５０ｇ

１日
350g
１日
350g
１日
350g

健康寿命 平均寿命 健康寿命と平均寿命の差

83.1683.16

78.1778.17

82.9182.91

78.0878.08

83.3683.36

77.3777.37

86.3986.39

79.6479.64

85.8985.89

79.4679.46

86.5286.52

78.7378.73

１．３６年１．３６年１．３６年

３．１６年３．１６年３．１６年

１．３８年１．３８年１．３８年

２．９８年２．９８年２．９８年

１．４７年１．４７年１．４７年

３．２３年３．２３年３．２３年

74 76 78 80 82 84 86

女性

全国男性

女性

群馬県男性

女性

安中市男性

（年）



日
時
▼
１
月
25
日（
土
）

　
　
　

開
場
：
午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演
：
午
後
１
時
50
分
〜
３
時
20
分

会
場
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

入
場
▼
無
料（
全
席
自
由
）

主
催
▼
安
中
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
・
安
中
市

共
催
▼
一
般
社
団
法
人
安
中
市
医
師
会

問
合
せ
▼　

健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
係

（
☎
内
線
１
１
７
３
）　　

　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
安
中
市
医
師
会

（
☎
３
８
１

－

０
４
０
４
）

９ 市  役  所　  ３８２－１１１１

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

のののの

をををを
おおおお
願願願願
いいいい
しししし
まままま
すすすす
。。。。

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
今
年
度
の
市
の
検
診
は
１
月
31
日
で
終
了
と
な
り
ま
す
〜

　

今
年
度
の
市
の
検
診
は
、

１
月
31
日（
金
）で
終
了
と
な

り
ま
す
。平
成
25
年
６
月
以

降
、
下
記
検
診
を
受
診
し
て

い
な
い
人
で
検
診
を
希
望
す

る
人
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
封

筒
に
入
っ
て
い
る
受
診
シ
ー

ル
を
持
っ
て
早
め
に
市
内
指

定
医
療
機
関
に
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
の
個
別
検
診
に

つ
い
て
は
、
検
体
を
医
療
機

関
に
提
出
す
る
期
限
が
１
月

31
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
提
出
で
き
る
よ
う
、

前
も
っ
て
早
め
に
医
療
機
関

へ
容
器
を
取
り
に
い
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
乳
が
ん
検
診
と
子

宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

集
団
検
診
で
も
１
月
28
日

（
火
）
ま
で
の
指
定
日
程
で
あ

れ
ば
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。集
団
検
診
を
受
診

す
る
際
は
、受
診
シ
ー
ル
と
受

診
票
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

40歳以上

40歳以上

40・45・50・55・60・65・70歳

50歳以上の男性

40歳以上の女性で平成24年度に市の乳がん検診を受けていない人

（市の検診は２年に１回です）

20歳以上の女性

40歳以上で今までに市の肝炎ウイルス検診を受けたことがない人

結 核 検 診

大 腸 が ん 検 診

胃がんリスク検診

前立腺がん検診

乳 が ん 検 診

子宮頸がん検診

肝炎ウイルス検診

平成 25年度　各種検診の種類と対象者（年齢は平成 26年３月 31 日時点での年齢です）

※大腸がん、乳がん、子宮頸がん検診の無料クーポン券の有効期限についても１月31日となっています。
問合せ ▼　健康づくり課予防係（☎内線１１７２）本

本

「
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
」

「
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
」

かか

〜
よ
く
噛
ん
で
健
康
・
長
生
き
〜

市民健康公開講座

講師：嶋田　淳 先生
（明海大学歯学部病態診断治療学講座口腔顎顔面外科学分野１教授）

　

市
で
は
、市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
て
、「
健
康
で
明
る

く
、夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」を
進
め
る
た

め
の
事
業
と
し
て「
市
民
健
康
公
開
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、生
涯
に
わ
た
っ
て

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
口
腔
機

能
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

演
題
▼
噛
む
こ
と
の
大
切
さ

　
　
　
　
　

よ
く
噛
ん
で
健
康
・
長
生
き

講
師
▼
嶋
田　

淳　

先
生

　
　
　
　
（
明
海
大
学
歯
学
部
教
授
）

　「現代日本人の死亡原因２位の心筋梗塞と
４位の脳梗塞には生活習慣病、特に過食、高カ
ロリー摂取などの食習慣が大きく関係してい
ます。健康長寿の達成には、この過食を抑える
ための「よく噛む」ことが大切です。それには
乳幼児期から虫歯予防につとめ、高齢者に
なっても自分の歯でしっかり食べられること
が重要となります。」

「歯科口腔外科」のエキスパートが、
今語ります
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず

　

   
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
学
生
も
、
20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
20
歳

の
誕
生
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
、
す
み
や
か
に
市
役
所　
・　

の
国
民
年
金
担
当
係
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第
２
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は
学
生

期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』、
学
生
以
外
の
人
に

つ
い
て
は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
『
免
除
制
度
』
や
『
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
』
で
す
。
こ
の
猶
予
（
免
除
）
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど

で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
免

除
の
場
合
に
は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

10
年
以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
を
申
請
す
る
人
は
、
市
役
所　
・　

の
国
民
年
金
担
当
係
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

　
　
　
　
　
　
　
　

が
送
ら
れ
ま
す

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
３
２
２

－

７
７
５
３
）

　

老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が
送
ら
れ
ま
す
。

こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た

年
金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
介

護
保
険
料
な
ど
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
場
合
の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た

年
金
額
か
ら
介
護
保
険
料
額
な
ど
を
控
除
し
た

後
の
金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
）
年
金
の
ほ

か
に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を

す
る
人
は
、
申
告
手
続
き
を
す
る
際
に
こ
の
源

泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が
届

か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
年
金
証
書
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
住
所

地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
で
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
を

受
給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

本

松

本

松
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高
齢
者
叙
勲
・
群
馬
県
功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高齢者叙勲高齢者叙勲高齢者叙勲

旭日単光章

金井　亮さん
（松井田町下増田）

瑞宝双光章

中山　肇さん
（松井田町坂本）

県功労者表彰県功労者表彰県功労者表彰

地方自治功労

栁澤　健一さん
（板鼻）

消防防災功労

町田　純一さん
（中後閑）

保健功労

黒澤　英雄さん
（松井田町入山）

コミュニティセンターを
整備しました。

　財団法人自治総合センターでは、宝くじの収益によ
る助成事業を行っています。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、地
域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地域社会
の健全な発展と住民福祉に寄与することを目的に、自
治会などへ助成を行っているものです。
　安中地区第一区が、この助成事業によりコミュニ
ティセンター「中宿公民館」の整備を行いました。
問合せ ▼　企画課企画調整係（☎内線１０２２）本
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看護職の立場からの自殺予防について

安中地域自殺予防対策連絡会議

　

21
世
紀
は
「
心
の
時
代
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
精

神
疾
患
や
自
殺
者
の
増
加
、

虐
待
・
家
庭
内
の
暴
力
な
ど
、

心
を
病
む
人
に
対
す
る
医

療
・
福
祉
の
両
面
か
ら
の
支

援
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
自
殺
者
は
３
万
人

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
亡

く
な
る
人
の
40
人
に
一
人
に

あ
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
少

な
く
と
も
そ
の
10
倍
の
自
殺

未
遂
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
殺
の
危
険
性
が
高
い
人

は
、
多
く
の
場
合
「
苦
し
み

か
ら
逃
れ
た
い
（
死
に
た

い
）」「
や
は
り
生
き
て
い
た

い
」
と
い
う
２
つ
の
相
反
す

る
感
情
が
同
時
に
存
在
し
、

ま
た
、
思
考
や
行
動
の
幅
が

狭
ま
り
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」

「
死
ね
ば
楽
に
な
れ
る
」
と

極
端
な
考
え
に
陥
っ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
自

殺
の
要
因
と
し
て
、
次
の
３

つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。①
健

康
問
題
が
自
殺
の
「
原
因
・

動
機
」
と
し
て
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
継
続
的
な

身
体
的
苦
痛
に
よ
り
精
神
的

苦
痛
が
強
ま
る
こ
と
で
、
う

つ
病
の
誘
因
と
な
り
、
自
殺

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。②
配
偶
者
、
子
、
兄
弟

な
ど
近
親
者
の
病
気
や
死
は

耐
え
難
い
も
の
で
あ
り
、
自

殺
の
大
き
な
誘
因
と
な
り
ま

す
。
高
齢
者
は
、
行
動
範
囲

が
狭
く
な
り
が
ち
で
、
近
親

者
の
不
幸
に
よ
り
強
い
喪
失

感
と
孤
独
感
が
生
じ
、
う
つ

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。③
一
人
暮
ら
し
よ
り
も

家
族
と
の
同
居
の
方
が
自
殺

者
が
多
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
心
身
の
衰
え
の
自
覚
か

ら
悲
観
的
に
な
り
、
家
族
に

対
す
る
遠
慮
が
生
じ
る
よ
う

で
す
。

　

自
殺
し
よ
う
と
し
た
人
た

ち
が
周
囲
の
支
援
で
元
気
に

な
っ
た
と
き
、「
私
は
、
な

ん
で
あ
ん
な
に
死
に
た
か
っ

－   第  １４  回   －

連絡会議委員

小原加代子
（群馬県看護協会安中地区支部長）

連絡会議委員

小原加代子
（群馬県看護協会安中地区支部長）

本 た
の
だ
ろ
う
？
」
と
話
す
人

が
い
ま
す
。

　

看
護
職
の
立
場
か
ら
自
殺

予
防
を
考
え
る
と
き
、
大
き

な
役
割
の
ひ
と
つ
が
「
患
者

さ
ん
の
体
の
お
世
話
だ
け
で

な
く
、
心
に
寄
り
添
う
」
こ

と
で
あ
り
、
看
護
職
の
多
く

が
、
悩
む
人
の
心
に
寄
り
添

い
、
心
を
立
て
直
す
お
手
伝

い
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と

常
に
考
え
て
い
ま
す
。
看
護

職
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気

付
き
、
声
を
か
け
、
話
を
聞

き
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

で
す
。

　

人
の
心
は
、
だ
れ
か
自
分

以
外
の
人
に
寄
り
添
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
い
か
な
る
状

態
か
ら
も
立
ち
直
り
、
希
望

を
見
出
す
こ
と
が
可
能
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

看
護
協
会
は
、
こ
れ
か
ら

も
専
門
職
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、
皆
様
が
健
康
で
安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
４
）

１．最低賃金は時間額で定められており、すべての労働者・使用者に適用されます。
２．群馬県最低賃金（地域別最低賃金）は、平成25年10月13日から、特定（産業別）最低賃金は、平成
25年12月28日から改正発効しています。

問合せ ▼群馬労働局労働基準部賃金室（☎027－210－5005）
　　　　群馬労働局ホームページ：http://gunma-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

群馬県の最低賃金が改定されました群馬県の最低賃金が改定されました群馬県の最低賃金が改定されました群馬県の最低賃金が改定されました群馬県の最低賃金が改定されました 必ずチェック最低賃金！ 使用者も 労働者も

特
定
最
低
賃
金

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】

【一般機械器具製造業最低賃金】

【電気機械器具製造業最低賃金】

【輸送用機械器具製造業最低賃金】

１時間 707 円

１時間 815 円

１時間 804 円

１時間 802 円

１時間 804 円

発効日　平成25年12月28日

群馬県最低賃金（地域別最低賃金） 発効日　平成25年10月13日
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－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第34回

考
え
方
が
今
な
お
残
っ
て
お
り
、
私
は
不
思
議
で

あ
る
。
男
性
も
育
児
や
家
事
を
す
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
性
別
だ
け
で
役
割
分
担

を
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
実
際
は
、
男
性
が
育
児

を
す
る
た
め
に
、
育
児
休
暇
を
取
得
し
よ
う
と
す

る
と
上
司
や
周
り
か
ら
反
対
さ
れ
、
取
得
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
い
く
ら
行
政
が
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
政
策
を
実
行

し
て
も
、
人
々
の
旧
来
の
考
え
方
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
れ
が
男
女
共
同
参
画

社
会
の
進
ま
な
い
原
因
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
に
は
、

男
女
と
も
に
性
別
に
関
係
な
く
能
力
を
発
揮
で
き

る
社
会
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
の
誤
っ
た
男
性
、
女
性
と
い
う
性
別
だ
け
で
判

断
す
る
考
え
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
男
女
共
同
参
画

社
会
の
考
え
を
教
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
考
え

が
根
付
か
ず
、
旧
来
の
誤
っ
た
考
え
が
受
け
継
が

れ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
が
性
別
だ
け
で
判
断
す
る

と
い
う
考
え
を
捨
て
、
新
た
に
学
び
直
し
、
意
識

す
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
り
、
男
性
、
女
性
が
性
別
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
に
は
、

そ
の
よ
う
な
社
会
が
必
ず
実
現
し
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
私
た
ち
が
、
旧
来
の
考
え
を
捨
て
、

個
性
や
能
力
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
身
に
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
こ
そ
が
完
全
な
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
誰
も
が
、
個
性
や
能

力
を
十
分
に
発
揮
し
た
豊
か
で
充
実
し
、
や
り
が

い
の
あ
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
第
一
歩
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

問
合
せ
▼　

企
画
課
女
性
政
策
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
０
２
１
）

　

男
女
が
、
性
別
に
関
係
な
く
、
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現
に
は
、
私
た
ち
の
考
え
方
を
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
男
性
、
女
性

と
い
う
性
別
だ
け
に
よ
る
誤
っ
た
大
人
の
考
え
方

が
、
子
ど
も
た
ち
に
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
が
受

け
継
が
れ
、
今
で
も
男
女
差
別
に
つ
な
が
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
３
月
、
あ
る
会
社
が
行
っ
た
調
査

で
、
今
春
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
女

性
の
２
人
に
１
人
が
就
職
活
動
中
に
女
性
で
損
を

し
た
と
思
っ
た
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
結
婚
や
出
産
の
質
問
を
受
け
、
女

性
が
不
利
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
総
合

職
よ
り
も
一
般
職
を
勧
め
ら
れ
、
希
望
す
る
働
き

方
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
満
の
声
も

あ
る
と
い
う
。

　

今
で
も
、
女
性
、
男
性
だ
か
ら
こ
の
仕
事
を
す

べ
き
、
こ
れ
は
行
わ
な
い
と
い
う
考
え
が
根
付
い

て
お
り
、
女
性
が
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
る
職

業
に
男
性
が
就
こ
う
と
考
え
て
も
周
囲
の
反
対
や

採
用
に
至
ら
ず
、
そ
の
逆
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
正
し
く
な
い

と
い
え
る
。
女
性
や
男
性
と
い
う
性
別
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
個
性
や
能
力
で
考
え
る

べ
き
だ
。
そ
の
人
の
個
性
や
能
力
は
、
性
別
で
は

判
断
で
き
な
い
。
男
性
が
す
べ
き
と
い
う
考
え
が

あ
る
仕
事
で
も
男
性
の
人
よ
り
も
女
性
の
人
の
方

が
優
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
性
別

に
関
係
な
く
、
そ
の
人
の
能
力
次
第
だ
か
ら
だ
。

　

女
性
は
、
育
児
や
家
事
を
す
べ
き
と
い
う
古
い

性
別
に
よ
る
考
え
の
意
識
変
革

   　
　
　
　

   　

  　

岡
田　

昌
道
（
岩
野
谷
地
区
）

高
校
生
・
一
般
の
部　

入
賞

本

平
成
25
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文　

入
選
作
品

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
的
機
関
を
名
乗
り
商
品
や

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 『
か
た
り
商
法
』
が
急
増

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

公
的
機
関
の
職
員
を
名
乗
ら
れ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
信
用
し
て
し
ま
う
の
は

危
険
で
す
。

　

 

話
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
必
ず
関
係
機
関
に
連
絡
し
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
相
手
の
電
話
番
号
を
表
示
さ
せ
る
機
能
が
つ
い
た
電
話
機
を
導
入
す
る
こ

と
や
、
留
守
番
電
話
機
能
付
き
の
電
話
機
を
活
用
し
、
知
ら
な
い
相
手
か
ら
の

電
話
に
は
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
被
害
を
回
復
す
る
た
め
の
手
続
き
に
、
訪
問
し
た

り
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
身
分
が
分
か
る
名
札
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
金
銭
を
要
求
さ
れ
た
場
合
は
、
決
し
て
信
用
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、
早
め
に

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

①「
安
中
市
役
所
○
○
課
の
○
○
と
申
し
ま
す
が
、
お
客
様
の
世
帯
人
数
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
男
性
の
声
で
電
話
が
あ
っ
た
。
何
の
疑
い
も
な

く
「
一
人
暮
ら
し
で
す
」
と
答
え
て
し
ま
っ
た
。
市
役
所
か
ら
だ
と
言

う
の
で
安
心
し
て
返
答
を
し
た
が
、
後
で
よ
く
考
え
る
と
家
に
い
る
こ

と
が
多
い
高
齢
者
を
狙
っ
て
、
電
話
を
か
け
て
き
た
可
能
性
が
高
い
と

思
っ
た
。
市
役
所
は
こ
の
よ
う
な
電
話
を
し
て
い
る
の
か
。

②
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
名
乗
る
男
性
が
来
訪
し
「
過
去
に
布
団

を
訪
問
販
売
で
購
入
し
た
お
宅
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
今
後
、
押
し
売
り

の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
国
が
抹
消
の
手
続
き
を
取
り
ま
す
の
で
、

そ
の
費
用
を
用
意
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
再
度
訪
問
す

る
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

　

最
近
、
市
役
所
職
員
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
的
機
関
を
装
っ
て

商
品
を
売
り
つ
け
る
手
口
の
「
か
た
り
商
法
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
公
的
機

関
の
職
員
を
名
乗
る
人
物
か
ら
、
法
的
義
務
が
あ
る
な
ど
と
不
安
を
あ
お
ら

れ
て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
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安中市図書館がリニューアルオープン春の映画鑑賞会のおしらせ

安中市文化センター　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター松井田文化会館
今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

催し物ガイド （12月17日現在の情報です。詳細はお問い合わせください。）

１月1日から２月15日までのスケジュール
第18回峠のまち新春コンサート
　1月26日（日）　13:30開演（13:00開場）
　主催：安中市文化協会松井田支部
　入場:（全席自由）500円

スプリングフェスティバル
　2月1日（土）～2日（日）
　主催：安中市生涯学習推進協議会　他
　※詳細は、P15ページをご覧ください。

音楽教室発表会
　2月9日（日）　13:00開演（12:30開場）
　主催：のんのん音楽教室
　入場：無料

生活雑貨・衣料品の展示販売
　2月7日（金）～9日（日）
　10:00～20:00（9日は17:00まで）
　主催：（株）グットヒル
　入場：無料

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

今月のピックアップ

　１月４日から安中市図書館がリニューアルオープ
ンいたします。

■館内の机（閲覧室を除く）・椅子を一新
■パソコン優先コーナーを設置
　　パソコンを持ち込んで、調べ物や資料作成など
にご利用いただけます。
※インターネット（WiFi）を使う
場合は申込みが必要となりま
す。　　

■絵本コーナー専用の部屋を設置
■児童図書を新しく充実

　そのほか、床・壁・お手洗いなどを改装し、綺麗にな
りました。バリアフリーに配慮した作りにもなって
おります。この機会に図書館を利用したことがない
人もぜひご来館ください！

　松井田文化会館では
今後の催し物として、

を予定しています。
　チケット発売は、２月８日（土）の予定です。
　上映作品・チケット料金など詳細は「広報あんなか
２月１日号」でお知らせしますので、どうぞお楽しみ
に…！！

平成26年成人式
　1月12日（日）　9:40～12:00　入場：関係者
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2243）
青年会議所講演会「野球から学ぶこと、そして夢の実現」
　1月19日（日）　13:00～15:00　入場：関係者、一般入場
　問合せ：安中青年会議所（☎382-2824）
安中総合学園高校総合研究発表会
　1月24日（金）　13:00～15:55　入場：関係者
　問合せ：安中総合学園高校（☎381-0227）
市民健康公開講座「噛むことの大切さ」
　1月25日（土）　13:50～15:30　入場：無料
　問合せ：　健康づくり課（☎内線1173）
スプリングフェスティバル　ステージ発表・記念講演
　２月８日（土）　13:10～16:30　入場：無料
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2242）
JAM Project LIVE TOUR 2013～2014 THUMB RISE AGAIN
　２月15日（土）　17:30～　入場：一般6,825円
　問合せ：文化センター（☎381-0586）

高崎・安中地域文化フェスティバル〈展示部門〉
　２月１日（土）～３日（月）
　9:00～17:00（３日は15:00まで）　入場：無料
　問合せ：安中市文化協会（☎381-0586）
市民パソコン教室
　1月9、11、16日（木、土）　2月6、13、15日（木、土）
　13:30～15:30　会場：２Fパソコン室
　入場：無料
初心者パソコン講座
　1月18～31日　2月1、2日（土、日）
　9:00～16:00（１月27、29、30、31日は、13:00～16:20）
　会場：２Fパソコン室　入場：無料

１月1日から２月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル 松

松

オープン後の変更点

本

昨年の展示風景昨年の展示風景昨年の展示風景

新春コンサート出演団体新春コンサート出演団体新春コンサート出演団体

３月９日（日）に
「春の映画鑑賞会」



１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１市  役  所　  ３８２－１１１１

生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.91

平
成
24
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

人
権
週
間
と
そ
の
後

安
中
市
立
松
井
田
南
中
学
校

　

１
年　

瀧
川　

智
菜

　

人
権
週
間
中
の
道
徳
の
時
間
に
、
世
界
人
権
宣

言
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。世
界
人
権
宣
言
と

い
う
言
葉
は
少
し
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
く
ら

い
で
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、
三
十

条
ま
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。第
三
十
条
に

「
権
利
を
奪
う
『
権
利
』
は
な
い
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。そ
れ
は
、
自
分
の
自
由
と
権
利
を
、
他
の

人
の
自
由
と
権
利
を
壊
す
た
め
に
使
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
意
味
で
し
た
。私
は
わ
ざ
わ
ざ
こ

ん
な
条
文
を
作
ら
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
私
は
、
人
権
と
聞
く
と
難
し
い
こ
と
ば

か
り
考
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
生
ま
れ
な

が
ら
に
も
っ
て
い
る
権
利
」「
人
と
し
て
生
き
る

権
利
」
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
の
当
た
り
前
だ
と
思
う
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。で
も
、
昔
は
奴
隷
と
し
て
人
が
売

り
買
い
さ
れ
て
い
た
り
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
と

ら
ず
に
働
か
さ
れ
て
い
た
り
し
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。そ
の
時
代
に
、
人
権
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
奴
隷
と
さ
れ
て
い

た
人
た
ち
は
、
人
と
し
て
の
権
利
を
他
人
に
壊
さ

れ
て
い
た
の
で
は
と
、
授
業
の
後
に
気
付
き
ま
し

た
。私
は
友
達
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。そ
の
友
達

は
確
か
に
そ
う
だ
ね
と
、
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
小
学
六
年
生
の
時
に
読
ん
だ
『
ア
ン

ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
』
と
い
う
本
を
、
も
う
一
度

読
ん
で
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。内
容
は
こ
の
よ

う
な
感
じ
で
す
。主
人
公
の
ト
ム
は
黒
人
で
奴
隷

で
す
。優
し
い
主
人
と
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

売
り
買
い
さ
れ
て
し
ま
い
、
や
が
て
サ
イ
モ
ン
・

レ
グ
リ
ー
と
い
う
人
に
買
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。（
つ
づ
く
）

問
合
せ
▼　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
（
☎
内
線
２
２
４
４
）

松

平成 25 年度スプリングフェスティバル
　平成25年度スプリングフェスティバルを下記の日程・内容で開催します。生涯学習の成果を皆さんぜひご覧ください。

松井田会場（松井田文化会館）
２月１日（土）・２日（日）

安中会場（安中市文化センター）
２月８日（土）

１日

２日

○作品展　午前９時～午後５時
○作品展　午前９時～午後３時
○体験事業
　時間：午前10 時～
　　　　（定員になり次第受付終了）
　場所：ロビー、ギャラリー　ほか
　内容：フラワーアレンジメント
　　干支（午）のストラップ作り
　　椿の実のブローチ作り、釜めし蓋絵体験
　　絵てがみ体験、豆ぞうりストラップ作り
　　友禅染入門、多肉植物の寄せ植え、
　　将棋大会（オープン参加）
※各講座（将棋大会を除く）とも有料です。

○八城人形浄瑠璃定期「城若座」公演（人形教室発表会）
　時間：午後１時30 分～
　　　　（開場：午後１時）
　場所：大ホール
　入場：無料　全席自由
　演目：傾城阿波の鳴門
　　　　「巡礼歌の段」（受講生による）
　演目：奥州安達ケ原三段目
　　　　「袖萩祭文の段」（城若座技芸員による）
○郷土料理「試食」
　時間：午前11時 00 分～（２Ｆ学習室にて試食開始）

（午前 10 時から１Ｆロビーで整理券
を配布します）

　内容：具だくさんカレーライス　250 食
　（協力：安中市食生活改善推進委員協議会）

○どきどき体験（８講座）　午前 9時 30 分～

※各講座とも有料です。
○市民ときめきスクール（４講座）　午前 9時 30 分～

○名物提供
　午前11時～：すいとん（200 食）
○作品展示　子ども習字
○ステージ発表　午後１時10 分～
コーラス、オカリナ演奏、
ポールエクササイズでゆがみ
とり、ケーナ演奏、ダンス

○市民の茶席　午前10 時～
　星野　雪由先生（煎茶道　東阿部流）、西毛茶道会
　（煎茶、抹茶を200人分用意いたします）
○記念講演　午後３時～４時30 分
　堀尾　正明さん
（フリーアナウンサー／
　　　　元ＮＨＫアナウンサー）
「あなたが主役でまちが輝く
　　　～地域の底力のヒミツ～」

問合せ ▼ 　生涯学習課　安中会場について（☎内線２２４２）
　　　　　　　　　　　松井田会場について（☎内線２２４４）

講　　座
手まり
絵手紙
釜めしのふたアート
トールペイント

定員
50人
20人
50人
50人

講　　座
羊毛フェルト
飾り手まり
水墨画
キューブカレンダー

定員
20人
25人
20人
50人

講　　座
風ぐるま
ガムテープで作る防水バッグ

定員
50人
30人

講　　座
カラフルビーごま
折り紙コーナー

定員
50人
なし

けい

じゅん

おう

そで はぎ さい もん だん

しゅう あ だち が はら さん だん め

れいうた だん

せい あ わ なる と

松



　

安
中
市
で
誕
生
し
た
文
人
・
詩
人
・
作
家
、
安
中
市
を
描
い
た
文
芸
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼
２
月
３
日
（
月
）
ま
で

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
２
階

観
覧
料
▼
一
般
：
１
０
０
円
、
団
体
（
20
人
以
上
）：
80
円
、
高
校
生
以
下
：
無
料

時　

間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
半
）

第
３
回　

１
月
19
日
（
日
）

　
「
文
教
の
町
安
中
の
礎

－

明
君
板
倉
勝
明

－

」　

講
師
：
淡
路 

博
和
氏
（
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時　

間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定　

員
▼
50
人
（
先
着
順
）

資
料
代
▼
３
０
０
円

　
　
　
　
（
３
回
分
の
資
料
代
お
よ
び
観
覧
料
を
含
む
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
へ

　
　
　
　
（
当
日
受
付
可
）

　

安
中
市
で
誕
生
し
た
文
人
・
詩
人
・
作
家
、
安
中
市
を
描
い
た
文
芸
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼
２
月
３
日
（
月
）
ま
で

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
２
階

観
覧
料
▼
一
般
：
１
０
０
円
、
団
体
（
20
人
以
上
）：
80
円
、
高
校
生
以
下
：
無
料

時　

間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
半
）

第
３
回　

１
月
19
日
（
日
）

　
「
文
教
の
町
安
中
の
礎

－

明
君
板
倉
勝
明

－

」　

講
師
：
淡
路 

博
和
氏
（
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時　

間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定　

員
▼
50
人
（
先
着
順
）

資
料
代
▼
３
０
０
円

　
　
　
　
（
３
回
分
の
資
料
代
お
よ
び
観
覧
料
を
含
む
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
へ

　
　
　
　
（
当
日
受
付
可
）

　

安
中
市
で
誕
生
し
た
文
人
・
詩
人
・
作
家
、
安
中
市
を
描
い
た
文
芸
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼
２
月
３
日
（
月
）
ま
で

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
２
階

観
覧
料
▼
一
般
：
１
０
０
円
、
団
体
（
20
人
以
上
）：
80
円
、
高
校
生
以
下
：
無
料

時　

間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
半
）

第
３
回　

１
月
19
日
（
日
）

　
「
文
教
の
町
安
中
の
礎

－

明
君
板
倉
勝
明

－

」　

講
師
：
淡
路 

博
和
氏
（
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
）

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

時　

間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定　

員
▼
50
人
（
先
着
順
）

資
料
代
▼
３
０
０
円

　
　
　
　
（
３
回
分
の
資
料
代
お
よ
び
観
覧
料
を
含
む
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
へ

　
　
　
　
（
当
日
受
付
可
）

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

問合せ ▼

安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel.027-382-7622　Fax.027-382-7623
Mail:furusato@des.city.annaka.gunma.jp

学習の森生涯学習施設
平成26年度予約について第

13
回
企
画
展

我
が
郷
土
の
文
学
者

や
く
４
月
16
日
に
な
っ
て
安
中
藩
か
ら
正
式
な
回
答（
14

カ
条
の
覚
書
）が
農
民
の
も
と
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

一
、
検
見
は
、
年
々
立
毛
相
応
に
お
慈
悲
を
も
っ
て
申
し

付
け
る
。

一
、
農
民
持
ち
の
山
林
の
竹
木
は
、
一
部
を
除
き
、
今
後

は
、勝
手
次
第
に
切
り
取
り
と
っ
て
よ
い
。

一
、 
年
貢
米
は
、今
後
一
俵
四
斗
二
升
入
れ
で
よ
い
。

一
、
夫
人（
労
役
人
夫
）は
、
高
割
り
で
申
し
付
て
き
た
が

今
後
は
免
除
す
る
。

一
、
萱
・
麻
柄
・
藁
・
秣
な
ど
の
申
し
付
け
は
、軽
減
す
る
。

一
、
筍
の
代
納
の
分
は
免
除
、ワ
ラ
ビ
も
半
減
す
る
。

一
、
開
発
の
難
し
い
場
所
の
新
田
開
発
は
、
申
し
付
け
な

い
。

一
、
年
頭
や
歳
暮
の
付
け
届
け
は
、一
切
無
用
と
す
る
。

　

農
民
側
の
激
し
い
運
動
が
藩
か
ら
一
定
の
譲
歩
を
引

き
出
し
た
農
民
側
の
勝
利
と
言
え
る
内
容
で
あ
り
、藩
と

し
て
も
直
訴
な
ど
の
藩
の
名
誉
に
関
わ
る
事
態
を
避
け

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

  

こ
の
騒
動
の
背
景
と
し
て
は
、
享
保
の
改
革
に
よ
る
全

国
的
な
年
貢
増
徴
傾
向
や
新
田
開
発
が
あ
り
、市
域
に
残

る
年
貢
割
付
状
か
ら
も
年
貢
の
増
加
傾
向
が
伺
え
ま
す

（
つ
づ
く
）。

　例年、夏休み期間中の利用が多いことから、７
月・８月の生涯学習施設（つどいの間・バンガ
ロー等）の利用予約につきまして、昨年と同様に
抽選といたします。希望される人はご参集くだ
さい。

【抽選会】
日　時 ▼３月30日（日）

午前９時から受付
午前10時から抽選会

場　所 ▼ふるさと学習館市民ギャラリー

　抽選会不参加となる場合、４月１日（７月予
約）、５月１日（８月予約）に来館されても、希望
日が埋まっている場合がありますので、ご注意
ください。

　例年、夏休み期間中の利用が多いことから、７
月・８月の生涯学習施設（つどいの間・バンガ
ロー等）の利用予約につきまして、昨年と同様に
抽選といたします。希望される人はご参集くだ
さい。

【抽選会】
日　時 ▼３月30日（日）

午前９時から受付
午前10時から抽選会

場　所 ▼ふるさと学習館市民ギャラリー

　抽選会不参加となる場合、４月１日（７月予
約）、５月１日（８月予約）に来館されても、希望
日が埋まっている場合がありますので、ご注意
ください。

　例年、夏休み期間中の利用が多いことから、７
月・８月の生涯学習施設（つどいの間・バンガ
ロー等）の利用予約につきまして、昨年と同様に
抽選といたします。希望される人はご参集くだ
さい。

【抽選会】
日　時 ▼３月30日（日）

午前９時から受付
午前10時から抽選会

場　所 ▼ふるさと学習館市民ギャラリー

　抽選会不参加となる場合、４月１日（７月予
約）、５月１日（８月予約）に来館されても、希望
日が埋まっている場合がありますので、ご注意
ください。

　

政
森
の
治
世
中
最
大
の
事
件
は
、
享
保
12
年（
一
七
二

七
）に
起
き
た
年
貢
減
免
騒
動
で
碓
氷
郡
内
の
安
中
藩
領

33
カ
村
の
う
ち
21
カ
村
が
参
加
す
る
と
い
う
大
規
模
な

も
の
で
し
た
。

　

農
民
の
不
穏
な
動
き
を
察
知
し
た
安
中
藩
で
は
、城
下

４
カ
村（
上
野
尻
・
谷
津
・
常
木
・
下
野
尻
）の
名
主
に「
農

民
の
中
に
何
か
願
い
事
が
あ
る
よ
う
だ
が
、願
い
事
が
あ

れ
ば
４
月
１
日
ま
で
に
藩
へ
取
り
次
ぐ
こ
と
。な
け
れ
ば

そ
の
旨
の
証
文
を
取
り
４
月
３
日
ま
で
に
提
出
せ
よ
」と

命
じ
ま
し
た
。そ
の
結
果
願
い
が
無
い
と
証
文
を
提
出
し

た
の
は
、わ
ず
か
７
カ
村
だ
け
で
し
た
。４
月
４
日
、上
後

閑
の
栩
沢
へ
21
カ
村
の
農
民
た
ち
が
集
ま
り
、８
日
の
夜

に
か
け
て
上
野
尻
村
の
名
主
惣
三
郎
方
に
て
談
判
し
、更

に
10
日
も
夜
中
ま
で
談
判
し
ま
し
た
が
埒
が
あ
か
ず
、つ

い
に
代
表
が
江
戸
表
へ
直
訴
す
る
こ
と
に
決
し
て
、翌
朝

江
戸
に
向
け
て
出
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
一
大
事
と
、城
下
４
カ
村
の
名
主
組
頭
ら
が
後

を
追
っ
て
中
宿
村
で
追
い
つ
き
、「
い
ず
れ
藩
か
ら
正
式

な
回
答
が
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
」と
彼
ら
を
押
し
と
ど
め
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
事
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
、よ
う

けぶ
に
ん み

た
ち

げ

　
企
画
展
関
連
講
演
会　



　
企
画
展
関
連
講
演
会　



　
企
画
展
関
連
講
演
会　


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ふ
る
さ
と
人
物
伝
⑮
内
藤
政
森
そ
の
２

学
習
の
森　

文
化
財
係

ま
さ

も
り

平成２５年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

飯野　花楓（西横野小５年）



　第３７回市民展（あんなか市民フェスティバル）が

開催され、１０月２７日（日）には芸能協会発表大会

（写真右）、１１月２１日（木）～２６日（火）には作品展

（写真上）が開催され、さまざまな発表が行われ会場

がにぎわいました。

第３７回市民展

　１１月３日（日・祝）に、松井田文化会館で第２３回

童謡フェスティバルが開催されました。各地から１５

団体が参加し、日々の練習の成果を披露しました。

第２３回童謡フェスティバル

　１０月３１日（木）に、安中市文化センターで、小中

学校音楽発表会が開催され、安中地区の小中学校９

校の児童・生徒が参加しました。会場では多くの観

客が演奏に耳を傾け、きれいな音色に聞き入ってい

ました。

安中市小中学校音楽発表会

ANNAKAANNAKA

いろろいろろろ ろ

できごとできごとできごとできごとできごと

１９１９ 市  役  所　  市  役  所　  ３８２－１１１１３８２－１１１１１７ 市  役  所　  ３８２－１１１１
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　１１月４日（月）に、秋の環境美化運動の一環とし

て、（社）群馬県環境保全協会安中支部と（社）群馬

県環境資源保全協会安中支部の協力のもと、不法

投棄されたごみの回収が行われ、タイヤや家電製品

などあわせて約２，０８０キロが回収されました。不

法投棄は犯罪です。環境を守るために、ごみはルー

ルに従って適切に処理しましょう。

ごみの処理は適切に

　１１月４日（月）、裏妙義山系での遭難事故に備え

るため、松井田山岳会、安中消防署松井田分署、安

中警察署、市役所などから５３人が参加して、登山者

への登山指導と、遭難者救助訓練が行われました。

登山指導では、３カ所の登山口で登山カードを記入

してもらうなど、安全な登山を呼びかけました。ま

た、ザイルによる登はん・下降訓練や、県防災ヘリコ

プターによる遭難者の吊り上げなどの救助訓練も実

施されました。

登山者の安全を守るために

　１１月９日（土）に、福島県会津若松市から会津若

松市民親善訪問団が本市を訪れ、安中市観光ボラン

ティアガイドの会の案内で「襄・城ヒストリート」を

見学し、磯部温泉で長旅の疲れを癒しました。ホテ

ル磯部ガーデンにて行われた両市の交流会では、羽

染健一団長、室井照平会津若松市長をはじめ、会津

若松市民約６０人を、安中市長や安中市観光協会長

などが出迎え、交流と親睦を図りました。

会津若松市から安中市へ
　１１月１６日（土）に、横川地区において、土砂災害

を想定した避難訓練が行われました。この訓練は、

群馬県の砂防課から災害図上訓練の実施地区とし

てモデル地区の指定を受けたことから行われたもの

で、群馬県・群馬大学・市・横川地区住民が共同

で行いました。

災害に備えて



１９１９ 市  役  所　  市  役  所　  ３８２－１１１１３８２－１１１１１９ 市  役  所　  ３８２－１１１１

　白石ますさん（下間仁田）、田中まささん（古屋）、

長尾もりさん（安中一丁目）が１００歳の誕生日をむ

かえられ、お祝い品が贈られました。これからもお元

気にお過ごしください。（写真は白石ますさん）

１００歳おめでとうございます

　１１月２３日（土・祝）に、第１回安中市産業祭とし

て、安中城址にぎわい朝市、ＪＡ碓氷安中農業祭が

開催されました。多くの人でにぎわった各会場では、

地元の農産物をはじめ、さまざまな模擬店が出店し

ました。また、特設ブースを設け、魚介類や水産加工

品、物産の販売や、飲食物の無料配布などが行われ

ました。

第１回安中市産業祭

　１１月１６日（土）に、第１９回歩く健康づくり大会

が開催されました。碓氷関所跡や坂本宿、旧丸山変

電所などを巡る約７キロメートルの距離を総勢１００

人の参加者が気持ちよく歩きました。

秋の中山道、アプトの道をウォーキング

　１１月２４日（日）に、文化センターで青少年健全育

成市民のつどいが開催されました。当日はスポーツ・

レクリエーション活動を通して、明るい郷土づくりに

貢献している２団体が表彰されました。表彰式終了

後にはミュージカルが上演され、多くの人が楽しみま

した。

青少年健全育成市民のつどい



　

高
崎
市
お
よ
び
安
中
市
の
文
化
協
会
に
加
盟
す
る
団
体
の
中
か
ら
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
発
表
、展
示
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、
地
域
交
流
を
兼
ね
た
日
頃
の
成
果
の
発

表
会
で
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

※

２
月
１
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
茶
席
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
有
施
設
な
ど
に
掲
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
協
会（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

高
崎
・
安
中
地
域
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
382－1111　ＦＡＸ381－0503

市役所

　

第
８
回
安
中
市
上
毛
か
る
た
大

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
１
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
〜（
競
技
開
始
：
午
前
９
時
）

場
所
▼
安
中
体
育
館
（
旧
安
中
高

校
）

※

皆
さ
ん
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※

競
技
中
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
３
）

第
８
回
安
中
市
上
毛
か
る
た
大
会

　

県
営
住
宅
の
定
期
募
集
は
４
月
、
７
月
、
10
月
、
１
月
の
年
４
回
実
施

し
て
い
ま
す
。今
回
は
１
月
入
居
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の

人
、ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
。

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.gunm

a-jkk.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
１
月
４
日（
土
）〜
18
日（
土
）

入
居
可
能
日
▼
４
月
１
日（
火
）

申
込
み
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、県
土
木
事
務
所
、市
役
所
・
町
村
役
場

（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の
み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。な
お
、
祝
日

は
休
業
と
な
り
ま
す
。）

そ
の
他
▼
入
居
者
は
、公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※

一
部
の
住
宅（
田
口
団
地
、
萱
野
団
地
、
下
新
田
団
地
、
鼻
高
団
地
、
城

山
団
地
、
下
河
原
団
地
、
城
ノ
岡
団
地
、
鳥
山
団
地
、
浜
町
団
地
、
矢
場

団
地
、成
塚
団
地
、青
柳
団
地
、大
島
団
地
、本
郷
団
地
、田
篠
団
地
、二

軒
在
家
団
地
、中
島
団
地
、丘
山
団
地
）に
つ
い
て
は
、随
時
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社（
☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１
）

※

年
末
年
始
（
平
成
25
年
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
は
休
業
と
な
り
ま

す
。 県

営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

水道管の凍結にご注意ください
　冬場の厳しい冷え込みのときに、水
道管が凍結して水が出なくなること
や、水道管が破裂することがあります。
保温材やヒーターなどで水道管やメー
ターボックス内の防寒をしていただき、
凍結防止をお願いします。
問合せ ▼　上水道工務課配給水係（☎内線３１２３）谷

舞
台
部
門

展
示
部
門

日　
　

時

２
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

２
月
１
日（
土
）〜
３
日（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
　

所

高
崎
市
文
化
会
館

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

松

日　

時
▼
２
月
22
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所
▼
松
井
田
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内　

容
▼「
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」

　
　
　
　
－

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

－

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

講　

師
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん　

　
　
　
　

理
事
長　

 

井
上 

謙
一　

先
生

定　

員
▼
先
着
４
０
０
人（
入
場
無
料
）

　
　
　
　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼　

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
８
８
）

介
護
予
防
一
般
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

本



平
成
25
年
度
前
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

職　種　名 作　業　名 級別 氏　名
機械加工
金属プレス加工
電子機器組立て
プラスチック成形
建築板金
路面標示施工
金属熱処理
金属熱処理
機械加工
機械加工
鉄工
鉄工
建築大工
塗装
造園
造園
建設機械整備
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
機械加工
電子機器組立て
電子機器組立て
建築大工
機械保全
機械保全
機械保全
機械保全
機械保全
機械保全

マシニングセンタ作業
金属プレス作業
電子機器組立て作業
射出成形作業
ダクト板金作業
溶融ペイントハンドマーカー工事作業
一般熱処理作業
浸炭・浸炭窒化・窒化処理作業
普通旋盤作業
マシニングセンタ作業
製缶作業
構造物鉄工作業
大工工事作業
金属塗装作業
造園工事作業
造園工事作業
建設機械整備作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
普通旋盤作業
数値制御旋盤作業
マシニングセンタ作業
電子機器組立て作業
電子機器組立て作業
大工工事作業
機械系保全作業
機械系保全作業
機械系保全作業
機械系保全作業
電気系保全作業
電気系保全作業

１級
１級
１級
１級
１級
単一等級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
２級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級
３級

地　　区
松井田町八城
松井田町八城
松井田町土塩
大竹
中秋間
古屋
簗瀬
松井田町二軒在家
板鼻
安中
松井田町新堀
原市
安中
原市
安中
板鼻
板鼻
安中
原市
原市
松井田町新井
松井田町人見
松井田町八城
大竹
板鼻
松井田町上増田
松井田町新堀
板鼻
秋間
安中
松井田町二軒在家
松井田町八城
中野谷
磯部
磯部

上原　一宏
清水　栄勇
原田　和明
武藤　和男
多胡　英明
鈴木　徹也
田中　　剛
荒川　康之
神田　拓弥
綿貫　昌城
新川　和生
鳥山　雅希
中野　祐介
多胡　佳祐
佐藤　　太
梁瀬　　雄
北條　憲史
新井　貴暁
田村　鷹祐
金井　大輔
上原　拓真
佐藤　優太
土屋　貫人
鈴木　翔太
池上　直人
上原　　守
山本　大吾
五十嵐好佑
亀井　　礁
加部　壮太
湯本　優志
吉沢　真樹
茂木　　翼
関口　貴大
今井　直哉

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

２１ 市  役  所　  ３８２－１１１１

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民

〇
緊
急
の
と
き
局
番
な
し
で
１
１
０
番（
無
料
）

　
「
交
通
事
故
発
生
」・「
泥
棒
に
入
ら
れ
た
」・「
ケ
ン
カ
を
し
て
い
る
」

な
ど
、警
察
に
す
ぐ
に
来
て
欲
し
い
と
き
に
は
、あ
わ
て
ず
、あ
せ
ら
ず
、

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

  

安
心
の　

警
察
相
談　

＃
９
１
１
０

〇
緊
急
以
外
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
は「
♯
９
１
１
０
番
」

　

１
１
０
番
の
電
話
回
線
に
は
限
り
が
あ
り
、
緊
急
専
用
と
し
て
い
る

た
め
、
相
談
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、♯
９
１
１
０
番
に
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※

携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場
合
の
注
意
事
項

・
県
境
付
近
か
ら
の
通
報
で
は
他
県
の
警
察
本
部
に
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
車
両
を
運
転
し
な
が
ら
通
報
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
警
察
署（
☎
３
８
１

－
０
１
１
０
）

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

緊
急
時　

頼
れ
る
あ
な
た
の　

１
１
０
番

　

技
能
検
定
は
働
く
人
た
ち
の
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
特
級
・
１
級
・
単
一
等
級
・
２
級
・

３
級
に
格
付
け
し
て
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

今
回
の
検
定
で
見
事
合
格
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

問
合
せ
▼　

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
☎
内
線
２
６
２
１
）

松



２２広報あんなか　２０１４年１月１日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

行　　事　　名

●安中図書館リニューアルオープン
　9:00 ～18:00
●市民課休日窓口　8:30 ～12:00

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30
●成人式
　文化センター　9:40 ～（受付 9:00 ～）

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
● 企画展関連講演会
　「文教の町安中の礎

－明君板倉勝明－」
　学習の森　13:30 ～15:30
●市民スキー大会
　軽井沢プリンスホテルスキー場
　8:30 ～
●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

休館のご案内

恵みの湯 1/1・7・21　2/4
峠の湯 ※当分の間、休業いたします。
鉄道文化むら 1/1 ～ 4・7・14・21・28　2/4・12
文化センター 1/1 ～ 3・7・14・15・21・28
 2/4・11・12
文化会館 1/1 ～ 4・6・14・20・27・31　2/3・10

碓氷川熱帯植物園 1/1 ～ 4・7・14・21・28　2/4・12
スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 1/1 ～ 3・6・14・20・27※　2/3・10※・12
学習の森 1/1 ～ 3・7・14・15・21・28　2/4・12
老人福祉センター 1/1 ～ 4・6・13・14・20・27
 2/3・10・12

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

日
20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

曜日
月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

行　　事　　名
●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●図書読み聞かせ
　文化センター　14:00 ～15:00
● 安中市職員（専門職）採用試験
　　　10:00 ～
●群馬県100km駅伝競走大会
　正田醤油スタジアム群馬　8:30 ～
●初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　13:00 ～16:00
●第１回農業委員会総会
　　　11:00 ～

●初心者パソコン講座
　文化センター　13:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　13:00 ～16:00

● 初心者パソコン講座
　文化センター　13:00 ～16:00

● 高崎・安中地域文化フェスティバル（展示部門）
　文化センター　9:00 ～17:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●市民の茶席
　文化センター　10:00 ～
●スプリングフェスティバル松井田会場
　文化会館　作品展 9:00 ～17:00

行事カレンダー １月１日→２月１５日
曜日
日

月

火
水
木

金
土

日

月
火
水
木

金

土

日
2

3

4
5
6

7
8

9

10
11
12
13

14

15

行　　事　　名
●市民マラソン大会
　スポーツセンター　8:30 ～
●市民（親子）スキー教室
　湯の丸高原スキー場（市役所7:00～）
● 高崎・安中地域文化フェスティバル（展示部門）
　文化センター　9:00 ～17:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～16:00
●スプリングフェスティバル松井田会場
　文化会館　作品展 9:00 ～15:00
　　　　　　体験10:00 ～15:00
●市民献血
　松井田保健センター
　10:00 ～11:30　12:30 ～14:00
　松井田病院　15:00 ～16:00
● 高崎・安中地域文化フェスティバル（展示部門）
　文化センター　9:00 ～15:00

●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

●スプリングフェスティバル安中会場
　文化センター　9:30 ～16:30
● 春の映画鑑賞会チケット発売日
　文化会館　9:00 ～
●市民綱引き大会
　松井田体育館　8:30 ～

●所得税還付申告
　　・　　9:00 ～16:00
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30
●所得税還付申告
　　・　　9:00 ～16:00
● JAM Project LIVE TOUR2013 ～2014
　文化センター　17:30 ～
●市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～15:30

１月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

２月

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民

曜日

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

本

本

本 松

本 松



２３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

給水管修理当番業者（１月１日～２月１５日）

行政相談
　　1/9・16　2/6　9時～12時
　　1/6　2/3　13時30分～16時
無料法律相談
　　1/10・17　2/7　13時～16時
※要電話予約　　法制課（☎内線1043）
人権相談
　・　　1/16　13時30分～16時
家庭児童相談
電話相談・面接相談（　子ども課）　
月～金曜日（祝日を除く）　9時～16時
※要電話予約　　子ども課（☎382－8005）
健康相談
（生活習慣病・アスベスト・育児・栄養相談など）
　　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
　　毎月第二金曜日　9時30分～11時30分
妊婦生活相談（母子手帳交付）
　・　　月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
消費生活相談
消費生活センター（　敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382－2228）
労働相談
　　第１・３火曜日　13時30分～16時
※要電話予約　　商工観光課（☎内線2621）

障害者相談
知的・身体障害者相談（　･　）
月～金曜日（祝日を除く）8時30分～17時15分
精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380－5385）
月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
電話相談・面接相談（　青少年センター）
月・火・水・金曜日（祝日を除く）
9時～14時（正午～13時を除く）
※要電話予約（☎393－4777）
介護相談
電話相談・面接相談（　・　）
月～金曜日（祝日を除く）　8時30分～16時
※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　保健福祉課（☎内線2155）
心配ごと相談
地域福祉支援センター
毎週木曜日（祝日を除く）　９時～11時30分
　　第９会議室
毎週月曜日（祝日を除く）　13時30分～16時
青色申告記帳相談
安中市商工会
月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
松井田商工会館
月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
安中交通安全協会
毎週火・水曜日（祝日を除く）　９時～16時
※要電話予約（☎382－0211）

相  談  案  内

　上水道と簡易水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏
水などの修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は
実費です。 【安中市管工事協同組合　３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
381-2322

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
393-3420
385-8769
382-5262

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

１月１日→２月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
１月５日・19日　２月２日
午前８時30 分～正午
業務内容
　○住民票の写しの交付
　○戸籍謄本・抄本の発行
　○印鑑証明書の発行
　○その他市民課取扱各種証明書の発行

Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ
Ｂ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｊ
Ａ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｍ・Ｏ
Ｃ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｓ・Ｗ
Ｔ・Ｖ・Ｚ
Ｕ・Ｘ・Ｙ
Ｂ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｊ・Ｒ
Ａ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｍ・Ｑ
Ｃ・Ｉ・Ｏ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｆ・Ｐ・Ｗ
Ｌ・Ｓ・Ｚ
Ｔ・Ｕ・Ｖ
Ｂ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｊ・Ｋ
Ａ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｍ・Ｎ
Ｃ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｏ・Ｗ
Ｆ・Ｐ・Ｚ
Ｌ・Ｓ・Ｕ
Ｂ・Ｔ・Ｖ
Ｊ・Ｘ・Ｙ
Ａ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｍ・Ｒ
Ｃ・Ｅ・Ｎ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

Ｈ・Ｑ・Ｗ
Ｉ・Ｏ・Ｚ
Ｆ・Ｐ・Ｕ
Ｂ・Ｌ・Ｓ
Ｊ・Ｔ・Ｖ
Ａ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｍ
Ｃ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｗ
Ｈ・Ｑ・Ｚ
Ｉ・Ｏ・Ｕ
Ｂ・Ｆ・Ｐ
Ｊ・Ｌ・Ｓ
Ａ・Ｔ・Ｖ
Ｍ・Ｘ・Ｙ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

２　　月１　　月

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民
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本
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本

本

本

本

本

松

松

松

松

松

松
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松
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健康通信
　１月は乳がん・子宮頸がん検診の集団検診が実施されます。（１月28日まで）
また、結核検診と各種がん検診の個別検診については、乳がん・子宮頸がんを含
め、市内医療機関にて今月１月31日まで受診可能となっています。２月以降は検
診が受けられませんので、ご希望の検診をまだ受けていない人は早めに受診し
ましょう。
　検診を受診の際は、オレンジ色の封筒に入っている「受診シール」が必要とな
りますので、忘れずにお持ちください。
　詳細は、　健康づくり課予防係（☎内線1172）までお問い合わせください。本
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　義援金の受付は、平成26年３月31日まで行っております。皆様からの温かいご支
援に感謝申し上げるとともに、今後とも引き続きご協力をよろしくお願いいたします。
　受け付けた義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に送金されます。
問合せ ▼　福祉課社会福祉係（☎内線１１５２）　　　保健福祉課福祉子ども係（☎内線２１５７）

こちらもご覧ください　日本赤十字社ホームページ　http://www.jrc.or.jp/index.html
松本

東日本大震災に関する義援金について

【JAM Project】
　「日本のアニソン界」で活躍する実力派シンガーによって構成されるユニッ
トで、『スーパーロボット大戦』シリーズや『牙狼』シリーズなどの主題歌を担当。
　『ドラゴンボールＺ』の主題歌などを担当した“影山ヒロノブ”を筆頭に、『勇
者ガオガイガー』 の “遠藤正明”、『ワンピース』の “きただにひろし”、『少
女革命ウテナ』の “奥井雅美”、『マクロス７』の “福山芳樹” ら、そうそう
たるメンバーからなるユニットで、日本を飛び越え４度もワールドツアーを
行うなど海外からも高い評価を得ています。このチャンスを逃がさずにぜひ
お越しください。
日　　時 ▼平成 26 年２月 15日（土）　午後５時 30分開演（午後４時 30分開場）
場　　所 ▼安中市文化センター　ホール
チケット ▼（全席指定）　一般 6,825 円
※安中市文化センター窓口にて、チケット好評発売中。

アニソン界のスーパーユニット
“JAM Project”

待望の日本全国ツアー ! 安中市で開催 !!

大　　　人
３歳以上高校生以下

前　売
1,500円
1,000円

当　日
2,000円
1,500円

　お魚の豊富な知識と経験に裏付けされたお話や、そのキャラクターが幼児
からお茶の間まで大人気の「さかなクン」がやってきます。お魚クイズ＆お
魚講座、海と環境の話など楽しいコーナーが盛りだくさんです。みなさんで
ぜひご覧ください。
日　　時 ▼２月 16 日（日）　午後１時 30分開演（午後１時開場）
場　　所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
チケット ▼（全席指定）　

※チケットのお求めは、お一人様４枚まで。
※３歳未満のお子様の入場は、ご遠慮ください。
※松井田文化会館窓口にて、チケット好評発売中。
※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

ＴＡＬＫ

さかなクンのギョギョッとびっくりおさかなのお話

碓氷線文化財インストラクター養成講座
　市教育委員会では、国指定重要文化財「碓氷峠鉄道施設」のボランティアガ
イドをやってみたい人や碓氷線の歴史に関心のある人を対象に標記講座を次
のとおり開催いたします。奮ってご参加ください。

申込み ▼学習の森文化財係（☎３８２－７６２２）へ電話でお申し込みください。

ＩＮＶＩＴＡＴＩＯＮ
受講生
募集
受講生
募集
受講生
募集

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

２月７日（金）

２月14日（金）

２月21日（金）

３月２日（日）

３月９日（日）

午後７時

～

８時30分

松井田支所基幹集落センター２階営
農指導室での講義を行います。

午前10時

～

正午

峠の湯駐車場に集合してめがね橋な
どでガイドの実地研修を行います。

日時 ▼



この用紙が医療費控除申告用の封筒としてご利用できます。

申告フローチャート
スタートから矢印に沿って進んでください

はい

　

　いいえ

　

平成２５年中に何

か収入がありまし

たか？

※失業保険、障害

年金、遺族年金

を除く。

平成２５年中に何

か収入がありまし

たか？

※失業保険、障害

年金、遺族年金

を除く。

スタート
平成２６年１月１日

に安中市に住民票

がありましたか？

スタート
平成２６年１月１日

に安中市に住民票

がありましたか？

平成２５年中の収

入は会社員やパー

トなどの給与だけ

ですか？

平成２５年中の収

入は会社員やパー

トなどの給与だけ

ですか？

収入は公的年

金等（国民年

金や厚生年金、

企業年金など）

だけですか？

収入は公的年

金等（国民年

金や厚生年金、

企業年金など）

だけですか？

公的年金以外の

所得は２０万円

以下ですか？

公的年金以外の

所得は２０万円

以下ですか？

公的年金は１

カ所からのみ

ですか？

公的年金は１

カ所からのみ

ですか？

公的年金の収入

は４００万円以

下ですか？

公的年金の収入

は４００万円以

下ですか？

収入の中に事業（青

色申告）、山林所得、

譲渡所得（土地や建

物、株式など）、配

当所得、外国為替証

拠金取引（ＦＸ）に

よる所得、肉用牛の

売買などによる所得

がありますか？

収入の中に事業（青

色申告）、山林所得、

譲渡所得（土地や建

物、株式など）、配

当所得、外国為替証

拠金取引（ＦＸ）に

よる所得、肉用牛の

売買などによる所得

がありますか？

給与収入は１カ所

からのみですか？

給与収入は１カ所

からのみですか？

平成２５年分の年

末調整は済んでい

ますか？また、給与

収入は２，０００万

円未満ですか？

平成２５年分の年

末調整は済んでい

ますか？また、給与

収入は２，０００万

円未満ですか？

平成２５年分の年

末調整は済んでい

ますか？また、給与

収入は２，０００万

円未満ですか？

勤務先から安中市

に給与額の報告書

が提出されていま

すか？

※不明な場合は勤

務先に確認して

ください。

勤務先から安中市

に給与額の報告書

が提出されていま

すか？

※不明な場合は勤

務先に確認して

ください。

1

2

3

3

463

4

3

5

5

問合せ ▼高崎税務署個人課税第一部門（☎３２２－４７１１）
　　　　　税務課市民税係（☎内線１０６４）
　　　　　住民課税務保険係（☎内線２１６３）

申 告 の 必 要 性
平成 26 年１月１日に住民票があった市区町村、またはその自治体を
管轄する税務署に申告してください。
収入がない旨の市・県民税の申告が必要です。特に次のいずれかに
該当する場合はその手続に影響する場合がありますので、ご注意くだ
さい。

会場：市役所　・
※❷に該当する人は１月 10 日から申告が可能です。申告期間中は非
常に混み合いますので、なるべくお早めにお越しください。

確定申告が必要です。
会場：ビエント高崎または市役所　・
申告が必要になる場合があります。
※医療費控除などの控除を受ける場合は申告が必要です。
会場：市役所　・
申告の必要はありません。
※医療費控除などの控除を受ける場合は申告が必要です。
ビエント高崎での確定申告が必要です。
※市役所では受付できない場合があります。
会場：ビエント高崎

・所得証明書などが必要な人
・後期高齢者医療保険加入者とそ
の世帯員

・介護保険のサービスを利用する
人およびその世帯員

・障害福祉サービスを利用してい
る人

・誰の扶養にもなっていない人
・国民健康保険加入者
・国民年金保険料の免除を希望
する人とその世帯員

・市外に在住の親族に扶養されて
いる人

本 松

本 松

本 松

本

松

所得税および復興特別所得税と市・県民税の申告所得税および復興特別所得税と市・県民税の申告所得税および復興特別所得税と市・県民税の申告
申告の日程

所得税および復興特別所得税の確定申告
会場 ▼ビエント高崎（高崎市問屋町２―７）
受付時間 ▼午前９時～午後４時
申告期間（ビエント高崎） ▼

２月 13 日（木）～３月 17日（月）
※土・日曜日（下記日曜相談日以外）を除く
※この期間は高崎税務署には相談会場がありま
せんので、ご注意ください。
※この期間以外は高崎税務署での申告・相談に
なります。
日曜相談日 ▼２月 23 日（日）・３月２日（日）
日曜相談日受付時間 ▼午前９時～午後４時

市・県民税の申告
会場 ▼市役所　・
受付時間 ▼午前９時～午後４時
期間 ▼２月 13 日（木）～３月 17日（月）
※市役所　・　でも上記の日程で確定申告の相
談・申告書の受付を行いますが、次のいずれ
かに該当する人はビエント高崎で申告をお願
いします。
○営業所得（税務署から申告書が送付された人）
○青色申告
○譲渡所得（土地・建物・株式など）
○外国為替証拠金取引（ＦＸ）による所得
○肉用牛の売却による所得
○山林所得
○初回の住宅ローン控除

税務署から申告書が届いている皆さんへ
　税務署からご自分の氏名・住所
などが印字された申告書または案
内はがきが届いている人は、申告
時に持参してください。

住宅ローン控除を受ける皆さんへ
（平成 25年中入居者）

　平成 25年中に、住宅を新築もしくは購入し、
住宅借入金がある人は一定の要件にあてはまれ
ば、所得税と市・県民税の税額控除を受けるこ
とができますので、ビエント高崎にて申告をお
願いします。

税の申告に必要な物
●印鑑（朱肉を使う物）
●平成 25年中の収入がわかるもの（源泉徴収票や支払調書、収支計算書類）
●通帳などの口座がわかるもの（申告者名義）
●各種控除を受ける人は下記の表のとおり
別表（各種控除の対象者や必要な書類など）

控除項目

障害者控除

社会保険料控除
（国民健康保険税・
介護保険料・国民
年金保険料など）

医療費控除

生命保険料控除・
地震保険料控除

対　　　象
障害者手帳などの交付を受けている人
上記の人を除く 65 歳以上の人で、介護保
険の要介護認定を受け、一定の要件に該当
する人

国民健康保険などの市に納めたもの

国民年金保険料や健康保険の任意継続など
市以外に対して支払ったもの

医療費が一定額以上ある人

控除に該当する保険の保険料を支払った人

必要な書類など
障害者手帳など

障害者控除対象者認定書（詳しくは広報あん
なか１月１日号 P６をご確認ください。）

市から送付する納付額確認書もしくは領収
書、口座振替した口座の通帳

払い込んだ領収書など

昨年中に支払った医療費などの領収書（詳し
くは裏面をご覧ください）

保険会社などが発行する控除額証明書


 

 

















 












結果

❶

❷

❸

❹

❺

❻

本 松

本 松
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医療費控除の対象となる医療費
病状などに応じて一般的に支出される水準を著しく超えない部分の金額が対象となります。

控除を受けるための手続
○その際、医師等が発行した領収書等を確定申告書に添付するか、確定申告書の提出の際に提示する必要があります。
○提出された医療費の領収書等の税務署での保存期間は１年です。後日、医療費の領収書等が必要となる方は、申告
書に添付せずに、申告書を提出する際に提示（申告書を郵送で提出する場合には、医療費の領収書等の返戻を希
望する旨の書面及び切手と返信用封筒を同封）してください。

注１：人間ドックなどの健康診断や特定健康診査の費用は控除の対象となりませんが、健康診断の結果、重大な疾病が発見された場合で、引き続き
治療を受けたとき、または特定健康診査を行った医師の指示に基づき一定の特定保健指導を受けたときには、健康診断や特定健康診査の費
用は医療費控除の対象となります。

注２：おむつ代について医療費控除を受けることが２年目以降で、介護保険法の要介護認定を受けている一定の人は、市町村長等が交付するおむ
つ使用の確認書等を「おむつ使用書」に代えることができます。

医療費控除の対象
○医師・歯科医師による診療
や治療の対価
○治療のためのあんま・マッ
サージ・指圧師、はり師、
きゅう師、柔道整復師など
による施術の対価
○出産に関する費用（出産一
時金を指し引いた額）
○医師等による一定の特定保
健指導の対価

○保健師や看護師、准看護師
による療養上の世話の対価
○治療や療養に必要な医薬
品の購入の対価

○病院、診療所または助産所
などへ収容されるための人
的役務の提供の対価

控除の対象に含まれるもの（例示）
○医師等による診療等を受けるために直接必要なもので、次のよう
な費用
・通院費　・入院の対価として支払う部屋代や食事代　・医
師等の送迎費　・医療用器具の購入や賃借のための費用　・
義手、義足、松葉杖や義歯等の購入の費用　・身体障害者福
祉法などの規定により、都道府県や市町村に納付する費用のう
ち、医師等の診療費用に当たるもの　・６カ月以上寝たきりの
人のおむつ代で、その人の治療をしている医師が発行した証明
書（「おむつ使用書」）のあるもの

○介護保険制度の下で提供される一定の施設・居宅サービスの対価

○左記以外で療養上の世話を受けるために特に依頼した人に払う
療養上の世話の対価
○かぜの治療のために使用した、一般的な医療品の購入費用
○医師等の処方や指示により、医師等による診療等を受けるため直
接必要なものとして購入する医薬品の購入費用
○病状から見て急を要する場合に病院に収容されるための費用

控除の対象に含まれないもの（例示）
○容姿を美化し、容ぼう
を変えるなどの目的で
行った整形手術の費用
○健康診断の費用
○自家用車で通院する場合
のガソリン代や駐車料金

○治療を受けるために直
接必要としない、近視、
遠視のための眼鏡や補
聴器等の購入の費用
○インフルエンザなどの
各種予防接種費用

○親族に支払う療養上の
世話の対価
○疾病の予防または健康
増進のために供される
ものの購入の費用
○親族などから人的役務
の提供を受けたことに
対し払う謝礼

注意１
医療費の合計から補てん金さらに10万円また
は総所得金額等の５％を差し引いた金額がマ
イナスになった場合、医療費控除の対象外とな
ります。
注意２
医療費控除の対象となった金額がそのまま還
付されるわけではありません。あくまで所得控
除であり、扶養控除や基礎控除などと合計し、
所得から差し引いて税額を計算します。
注意３
補てんされる見込みがあるときには、実際に補
てんされていなくても、見込み額での申告が必
要です。見込み額と違っていた場合には、後日、
修正申告や更正の請求を行います。なお、医療
費控除の上限額は２００万円です。

※総所得金額等…純損失・雑損失の繰越控除
後の金額（総所得金額＋株式等譲渡所得など
＋先物取引に係る雑所得等の金額＋退職所得
＋山林所得）

平成25年中に支払った医療費
の合計は10万円以上でしたか？


平成25年中の総所得金額等
（※）は200万円以上でしたか？


生命保険金などによる補てん金
がありましたか？

 
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
か
ら

10
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と
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ん
金
を
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た
額
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療
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控
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す
。

支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
か
ら

10
万
円
を
差
し
引
い
た
額
が
医

療
費
控
除
額
と
な
り
ま
す
。

平成25年中の総所得金額等
（※）は200万円以上でしたか？



医療費控除の対象となりません

生命保険金などによる補てん金
がありましたか？


支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
か
ら
総

所
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金
額
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


医療費控除フローチャート
※計算の結果、マイナスになった場合は医療費控除の対象となりません

はい いいえ


支
払
っ
た
医
療
費
の
合
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所
得
金
額
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スタート
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※　医療費の領収書を入れる袋としてご利用ください

※　確定申告書給与所得者の源泉徴収票等はこの袋に入れないでください

平成 25年分　医療費の明細書
この明細書は申告書と
一緒に提出してください

住所

氏名

医療を受けた人 続柄
病院・薬局などの
所在地・名称

控除の対象となる医療費の内訳

治療内容・医薬品名など 支払った医療費

左のうち保険金などで
補てんされる金額

Ａ円支 払 っ た 医 療 費

Ｂ円保険金などで補てんされる金額

Ｃ円差し引き 金 額　Ａ－Ｂ

Ｄ円所 得 金 額 の 合 計

Ｅ円Ｄ×０．０５

Ｆ円100,000 円とＥのいずれか少ないほうの金額

医療費
控除額円Ｃ－Ｆ

申告書第二表の「○所得から差し
引かれる金額に関する事項」欄の
医療費控除に転記します。

申告書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の医療
費控除に転記してください

申告書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
・退職所得および山林所得がある場合…その所得金額
・ほかに申告分離課税の所得がある場合…その所得金額

（特別控除前の金額）
なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の
「４繰越損失を差し引く計算」欄83の金額を転記します。

【控除額の計算】

合　　　　　　　計 Ａ Ｂ

※欄が不足する場合は医療を受けた人・病院ごとに集計して記載してください

き

り

と

り

せ

ん 安中　太郎    本人  A クリニック　ほか      風邪　など      53,500               0

安中　花子      妻  B 病院              手術（虫垂炎）   150,000    80,000

医療機関・症状が複数の場合はまとめてください医療機関・症状が複数の場合はまとめてください医療機関・症状が複数の場合はまとめてください
保険の特約・高額療養費などで

補てんされた場合はその額を記入してください
保険の特約・高額療養費などで

補てんされた場合はその額を記入してください
保険の特約・高額療養費などで

補てんされた場合はその額を記入してください

（最高２００万円）

（赤字のときは０円）

（記入例）安中太郎さんが花子さん（妻）の分の医療費もまとめて申告する場合　医療を受けた人ごとにまとめてください（記入例）安中太郎さんが花子さん（妻）の分の医療費もまとめて申告する場合　医療を受けた人ごとにまとめてください（記入例）安中太郎さんが花子さん（妻）の分の医療費もまとめて申告する場合　医療を受けた人ごとにまとめてください


